
採卵鶏の平面解育における適正密度に関する試験〔第5報）   

全期間の成細てついて   

1．産卵成謎   

（1）窪卵状黛   

報l、円を吉忠信；lミ示すれば喪（15－14）のとおりである。  

衷（15）1現当り二平ゴ≠應如数（個）  

千旦且」彗  
≡22・〔〕1  
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結 石二数億は廃却検定後の数字である。  

1斗：当り平均産卵数は10月から2月まで妓密匿の薄hT酎こ患わ良かった■うこ各月上ら1くろケ  

弓椚でも有意義性なかった。1月から2月ケこ亘ってコリザ一様症状畑の発生！てより′酎佃かわ心  

低下した5月－5月までは密穫の高い区よりJi浣忙良かったが有意差でく「上なかった。  

ろ月以降は8月まで姓1iをの壕卵が低かったためにd即こ（せ2区との聞に有悪があり、7F∃  

8郎ては2ヰ5区の聞柁有意為があったが4月カ▲らのdケ月間で′ヰ有意差1なく、全期間では  

2区5軽1区の膿であったが有意差で代なカ・つたn  

一箆  5d．2  58．4  5弓．7  男．9  ！45・3  44．5  5フ．d  44．4  44．5  5占．‘  54．d  2日．4  54．5  【5d・9   58，5  

卵  29．5  59．2  5？．2  封．占  45．5  47．2  ち8．d  d占．う  4占．4 P  44．D  59．5  55．8  55．5  40．0   59．2  
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平均卵寛蚤は前期占ケ月約55炉、後期は1区が他区よりつ．5ダ小漬かったが懲僅差佗よる  

もので（1査いと思われる（  

1日1羽の産卵量技繭朋6ケ月間では2区と5区▲〔ほ矧司じで1区がやや良く、後期るケ月   

I針ご托2一考と5区く・まほ同じでノちったが1広がや・わ悪かった、前期間でも同じようでるった。1  

区が冬や悪くなったのぺ7、8月の産卵の低下と横瑚肥ふける平均卵凌が地区エり1bや低めで  

．≡らったことの累積の恋巣と思われる。   

（2）l利手頗収景と飼料一客求率  

衣（15） 銅科薫板東とi新斗婁米審  

捕蓮  平均   

！：  

士乙 革‡官ヒ   娼 12∠‡フ  n 口 115β  2   5   平均  4  5  る  7  8  9  平均 ‖  全期   ■誘    扇ドて‾  97．1  111．7 117．5    11d．4  122．7  114．占  121．d  121．8  11フ．口  115ノl  11∠‡フ  125．4  119口  11占．d     1つう．5   11イi．2  
1？d．5   

m   

． li   “ Pうう9  2．9D弓  弓．フ25  2．ソみ 5．2て〕 5．喜j領  2．占う5 n  j2．772  2．89d  篭2．757 ‖  2．954  5．1：）2  5．451  4．014  5．5／る  5．227  5．□44  率  ワ   5．う？1  2．9：）9  2，9■l〕   l5・C－どう－2司竺竺坐 i5▲－汐卜訓！5▲？1う    2．754  2．9dう  2．9う1  5．05ち  5．499 5．20う  5．∠冶7 L5・1こ4  S．U71 3．J5る         S．4う1  ．．豆壬      2ノ占r〕  2▼8占1 u  5．201  3．】〕55  
扇孝、いっ貰叔「量う三「与瑚ろケ月間で甘軒底の㍍い鳩に多く、これ正治銅価儲や増加、；寺にrJ］々；バ：  

楯絵句二器の頃斉にエ1や豊点が成ったことが遥響していると思われ，揆脚iそのヰく扱t．一．シ⊂も．≡ジ；≡れ  

・てその三き導吐少たかったと思う。全期「酢⊂畑′lて引亘2ヰ1区の唱忙大きく．葛軒中津批邦  

で’うった∩   

2．生活反応調査  

（1）健康状停  

期間中伝染璃廃藩出1Jl卜砂てコリサー機病状乃疾病が発塗したが中′如ひ1治癒し、それ以   

降にぉいては伝染性グ〕疾病の発生1｛なかった，一般的疾病で最も多いの徳酢劫責の？5％であ   

った。横領別の死亡淘汰の朗戯吐表（1る）のとおりであって、この糧度の～密度～ニー群の大h   

、一‡で／′1特別の関連性仕認カられなかった。  
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乗（1d）死亡淘汰の病肇別羽数  

遠敷  卵つハ  痛風  蔑合  l扱行  肝破  尻つゝき  卵巣肉肺  緑便  フリーザー  事故  吉十  開始羽数に 対ナる声†ミ亡率   

4  2      ウ  0   口   0   □   9羽  24．5％   
2  2  2  5  口  2  2   0   0   0  15   25，6   

＋   

5  2  2    2    0   0   D   1   15，テ   

計  8  d  5  4  5  2   1 32 1？4   

峯％  25．0  18．8  15」ら  12．5  94  d．5   5．1  5」  10U  

註 成行、肝破裂等は白血病によるものではない1   

生存率及び残存峯は5区が東もよく、次が生存率でf士11メニ2区の似で姓イf賽；まほほ；司じであ  

った。月別の率は次表（17）のとかりである。  

衷（17）生存奉及び．戌存家  

試験開始時の5．5n子洩りの飼密羽数吐死亡鶏の発生′⊂より低下していくので月末残存羽数K  

対する月別単位面積当り羽数を発出すると表（1巨）乃とかりで11芙壮年平均9口羽、2区托   

12＿8羽、51夏法18．4羽∠■なったっ   

表（18） 月末残存故に対する月別単庖面横当り胡数（ろ．5I㌔当）  

開始時  10  皿  12  口  2  5  4  5  d  7  8  9  年平均  開始時に対 する老  

11」耳j  鼠8羽  冥8．  十ト  ．》  l＼十  Y5  づノ  85  85  82  ス9  7占  9日羽  90％   

2  1b  14．5  5．d  15．占  15．1  12．る  12．d  12．5  12．5  125  12．0  11．7  11．5  12．8   笥55   

5  20   ● ●  す1  「191  1弓．d  1⊂‡＿5  18．0  18．0  1ス7  17．7  17．7  17二7  172  18．4   02．0   
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（2）掛変の状餞   

摩†虐の状態l：上組宴の高い下がゐや軟化の傾向がみられた、その慈莱は次表（19）乃ようで  

あるり   

表（19）含水率別糞便の発生割合  

冬  場  聞  

一黍持合 直方誕  l                毒   見       70％  7 0％  q【】究  習蓑！爛者吏   7【）％  ■70発  80％  針鮪…   以 下  以 上  以 上    以 下  l以 上  以 上  日：製  個数  口  87 ．5％  川2％25％  5日間214個   74．1％  1？5％   d．d％   う日間   95個   

2   7貸1   12．占   8．5  155   22．17蒜「竜．5    11．1  
5   7フ．2   1A2   占．占  1D．8   〝   195   

lう）璃の行動  

頬の行動訝腐里滴合乳状庵やグルーーブの発生、竿ご皮増加忙伴なう特定疾病の発生で、：あるとす   

れぱその壷碩柏■巨状ナ」勺を行励の発見が主眼で；ちったが充分在る観察（ま出離であった。  

輯合升伏噂珪措乃大小にかかわらず、つゝき瓜 つゝかれ鵡が存在し、何らかのい明で病弱   

とモった・榔本がご責今負けして畑くようざて1Lうけられたがこの鰯虔の揮の大しへまて竹£噌ノ加⊂伴う  

特別の傾向塞1認．ヒノ）られなナゝつたり   

回トラノブネストの利用状況  

1室に一成西向に儲適したトラップネストでは中央より北害りが！’吾蘇りの約倍のノり鳳たであ  

♭、又1段酉向と2段積喪内に設直した場合吐、？段塵の上段がふ・とも多く、次に下！■と、1段の  

北明、南嘲のハ貞であり、症高と東低て：1㌫匂う偶の差があった。更に前記設置の他にl駄奇向に  

殿燈したノ穿与合托2段楢＿ヒ段、下段、1段綺乃北川は亘向比ほほl司じで、拝‖和が適も嘉、重く、政局   

とj孟低で枕約4倍の差で＝ちっイヒ。次：長（？∩）．つともーり、ネストの現用状律がち「ウ；うこぃ土好   

む場所に屯中化まれるこJ：：こなるグ〕で？段横を設撤した。21ヌう．互は11ズより午後の塵卵がや   

わ多くなった。次表（21）乃と♭りっ  

ぐ5）給水事故び止木の利附状況  

給水着岸は出入ローて近1、ハ器が滞忙中く水魚が減少し九。止木怯中央エり北川‖′こ多く集まり、壁  

に近h正木′廿たとんど叫購うれなかった、が威季Jて一1中央より而に分放して1上るようにたった  

が平均して分散するまで忙はならなかったっ  

2磨摘モ乃トラップネストの．上部が利用まれ、5区では内向の2本の止木と西向の5本の中央   

エり北側に集中して止っていたが夏季忙妓分散して止るようになった。  
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器具類の利用状態からみて、単匪スベ一子の問題のみで枕なく、つゝカーれ鵜を俣講じ挿足モ：   

る麿卵を肇むため忙は分散設穫をナる必零があると思う。  

5．環境調査   

冬期では各室の呵じ測点で吐密度の高い下がや′や暖かく、同じ室内の軌点では天井部が暖かで  

床上部が冷かったが共に大差ではなかった。夏季にぉいても天井部が床上瓢エり高いことは同じ   

であり、又各室の同じ測点で娃最高温度では佗とんど差壮たくト東低温寝で1区より21キ5区が  

鳥ゝ高い程度のものであうた。1日の気温わ変化■をみても各軸点正岡じ教化を示していた。   

温度は密度の高い5区が昼夜共忙他区よら■も高く∴2、区は夜間には．命外温度と掩ほ憫じとな   

り佃区よりも低くなうたことの原即⊂ついて吐同区の夜間温僅が他佐よりも高かったこと灯よる   

と思われるが明確Kは判明しない。次表（22）（25）（24）の才一ぉりであるゎ   

飼育密嵯の増加忙よる僕項浪漫嗟匪及f奮ナ影響は群の大いまや飼育型掛てもよるであろうけれ  

ども、自然壌塘下忙ぉけるこの嶺攫の規模であっては温度よりも湿度に対して影響がたきく．、従   

って密度がより増加し規模が拡大まれるにつれて影響がエり大牽く生産を低下ませる主たる領内  

となるので7■1たいかと思われるっ   

表（20）トラップネスト  

ー段歯向設麿トラッブネスト   

2  l5 4   5   d  ′ト計  ナ・  8   9   1D   皿   12  ト  計   

回数  占Ol画  52  古口  うち  う1  う5  うぅ4  11d  127  117  99  151  119  7t）9  1†p5  
1段請  
率   5．49％  4．7d  5．49  d．Z？  5．58  三野  55．15  10．ろ1  1t，d2  1「）．7  9r）ろ  11．99  10月  £4．R7  1nD   

－段歯向と二段横東向設億トラッ’プネスト  

2   5   4，   5  ろ  ト言十   7   8   9   1r】  12   」、計   

回教   55   Sつ  ？5   59   ？1  ？5  175  19   ろ5   4【】   うる   弓4   ？75  
1段穣  

・率   2．41  2．ロ7  1．59  2．d9  1．45   1．7？  11．95  †‥う1  ？．41  2ブd  421   4．55  弓．7′   189   

上  段  下  段   

2投機  15   14   15   四  17  小計   19   19   2 q  21   22  ′ト 計   合 旨十  

回数  127  1〔】9  112  101  11〔  559   115  1n7  100  57   ろ‘   445   1／15ロ  

率   8フ占  え52  772  占．97  乙59  585る   7．79  7ろう   占．9  う．9ろ   4．55  すF．55  1q〕  



一段歯向と南向及び二段横束向設腱トラップネスト  

㌻1〔彙F］敗   ち4  22   51   40   4ろ   175  D   ろ7巨72  58   75   ろd2  

1  15 ロ  2  5          7弓 8   9  岳1D  しト計   u 匪向埴 円               い             ■1．占．5  1．りd  11・49  1．92  2．21  針＝  lぅ．5d  弓，2  ・45  2フβ  5．ろ0  1‘．5   
番・号  皿   12   15   14  15   16  小計  

1段  

回数  ろ1   52   ろ8   47  u ぎ49   う5   540  
溜向  
賓  2．95  2，49   5．？占  2．25  2．S5  15・＝12  6．う1   

12段  
上  段  下  段  

番号  17 1B  19   2n  21…小計  22   25   24   25   2d  績  

回数  155い54   127  14C  う55  占87  157  1［）5  115  88  坪向  
l 98   

1段指向トラッブネスト各執1詞より   

1段南向トラッブネスト番号姓莱より   

2段横咤向トラケネスト番一秋・i北．上り  

表（21）産卵時副  

8．〇〕   a.S O 950   1U．うQ   ネス  岳卜故  

．痘卵赦   るる個   7a   58   5d   2dd  7し■254   12  区別皇  嘩          11，うD  1，D□  2．0［l          項目別  ・－8．5D  ・－950  ・－ト）．ろロ  ～11．ろ0  一一1＿OD  ・－2．QO  T－5，DO  計                  24  19・ n  5  
産卵数   95   1十†   巧4   ？9   5る   2d   17  l588  8  45  J≦2  

2  翠   

！24・8％  295   

2（；．5  ？ろ．C   21．d   

14、5   15．5   

ノ．5   

妥  
110   112  74   」  44  ≡ 29   5イ1  6こ，5  dd  2占  

85   8．0   5．3  10D  

？ロ．ろ  

15、4  

159   

11．5   
1ロ7  119   01  12〔）5  l8‡5 1  1」／  る□  

－2D〔）   



表（22）最高気侭記鼻日の1時間毎の塩旺の公化  

つ   5   通路   

帽   ち   5   7   

50．0  5口、D  うロ，5  299  2qる  29d  28，9   9   51＿0  う口．0  58．0  50．0  
51．8  51，8  51．8  51．d  51．る  521〕  51．0  51．0  5■1．0   

5さ．0  52．5  52．5  52、5   52．5  52．5  52．5  5．1．5  51．5  51・5l  5L．5   

1212 55・0弓  55．0  55．ロ  55．0  52．B  52．8  55．q   52．0  52エ）  S2．5  51．2   
15   5購童  ；54．C  54∫】  さ5．2  55．8  55．8  55．8   52．9  52．9  52，9  51．8   

14   55月i  5ノi5  545  54．口  54．5  545  545   55．2  55＿2  552  52．2   
】  

15  55里  545  545    54．5  54．5  545  54．5  5．5．2  55．2  55．2  5Z，0   

55・O  55．D  5う0  ち2．5   1占   55．0   匝  
l  

17  丁司   】525 脚   

51・5  51．5  5呵  51．5  51．5  51，5  2莫8  5U．0  298  2管5  

51．0  51．0  51．0  51．D  り・5  505  298  2父8  298  2？5   1．5  51．5  51．5  51．0  51．5  51．5  51．口  51．6  51．0  58．5   
25．5  29月  2鼠0  2食0  292  2父0  28上】   2フ5  27．5  2ス5  27，5  

22   ノ2J．9  28．口  27．0  2えロ  27．口  270   

285  290  285  2∈～．5  292  285  27二0  27．D  27．0  27，0   
D   2．4．9  28．5  28．5  285  

28．0   2d5  2dフ  2d7  2d．8   

2   2d．n  27．8  28．？  27．8  27．7  282  28．2  2鑓  2d．5  2d5  2d．5   

5   24．2  2え8  28．0  278  27．占  2フ．d  2／．る   2（～．2  2占．2  2（～．2  2占．7   

4   2J！．0  2ス5  2∈‡．0  275  27．5  27．5  28．D  2．d．0  2d，ロ  2占，0  2（S．0   
5   25．5  27．D  27．5  2フ．0  27．り  2テ0  27．5  2d．0  2占．0  2d8  2（～、D   

る   24．5  2フニ0  27二G  2フ．D  2d＿5  2d8  27．D  2d．5  2d5  2d．5  2d，0   

7   28．0  27．5  27．5  2え5  27．5  27ト5  2フr5  2え0  27．口  2えり  2d．8   

8   2R5  290  290  2RD  290  290  2久4  23、2  285  2弓．5  27．5   

9   52．0  ；5口5  50．5  50．5  150・5  5D．5  51．口  50．2  うロ．2  5〔】．2  ∵？∴   

平 均  28．7  5ロ．0  う8．5  5ロ．5  5【）．1  50．4  5ロ．5  292  2呈2  2？2  28．8  



表（25）最高最低温度  

最高温度  

2   5   】 1  5   2   5   通路   

月 月l 型卓  
■5．  5   7   9■   1q   4   d  8   12   

12   下   RQ   1■2．5  12．8  12．0   12ム  †5．5  15．5   ／  ／   ／   91   

上   7．4   10．4  1D．4  10．5   1〔l．d  1て．0  11．2  えd  

中   8．4   11．7  11．5  11．d   12．q  125  12．4   1・5．0  1苧．5  14。5   ス9  

下′  11．8  15．8  15．8  15．8   15．9  15．8  十Al  15．う  ＝15．7  1乙5   1tO   
2   上  1〔）．る   15．9  15．8  15β   15．9  14．1  14．4  12．7  12．9  15．0   鼠5   

5   申  †5．ろ   14．7  14．4  ．14・4  14．4  14．5  14．8   15．2  15．5  15。S   12、D   

平．   均   1′0．1   12、8  12．8  j12・d   12．9  15二之  15．畠   －15．7  15．8  15．7   95＿   

7   下  52．8   51，5  51．5  51．5   51・5  51．d  51．d   51二1  き．1．1  5．1・1  ぅq2   

上  う一5．1   51．5  51．5  5t5・  1－5  1▲5  51．弓   5D．9  5（〕．9  5ロ．9   50．2  

8  中；  う40   52ム  52．5  52．云  5叫52・4   52．4   51一占  51．7  5’1ナ   50．5  

下：  50＿4   2鼠d  29d  2R占  29ろ  29る  2受7   294  295  2R5   28．0   

9   上  290   28・0  28＿4  28．5  23．4  ！284  28．5  ．2え8  27．弓  278   2d．7   

平  均   51．9   5D，d  ちロ．7  恒・7  l5n7芦5ロ．7   5d．7  5日．2  50．2  5D．2   2具1   

最低温度  

園外   口  1 2  5   2   5   2   5■．   通路   

月別」  測点   5   5  ！7   9   1D   4  1d   8   12   

12   下  －4．5   －1．1  －1．8  －1．り   －1．5  －0．9  －0、9  －2．′1  

－】5フ：  －1．つ  －1．5  ーn7   －1．4  －0．d  －0．畠  －1ノ   

中  －5．9   ーー0＿4  －0．1  一口・？   －0．5  －0．1  一口．1   －2．5  －2二5  －2．5   －1．d  

下  ーえ∠   1．2   2．2   －0．9   1．7   2．1   －0．5  －0、2  －8．2   一口・写   
2   ヒ  一五ろ   ・－D．？  －0．う  一口フ  －0．う  －0．5  一一往ら   －1．4  －1．2  －7．2   一0ニヲ   

5   中   1．2．   4．う   4．d   5J〕   5．8   孔8   52   早・9   5．2  ．5．5   5．1   

平   均  －2．8   一0＿5  －0．る  ーロ．8   －0．2  －∩，8  －げ8   一日．4  －0：2  ナp・1   －0．る   

7   下  22．占   Z5．1  255  25．1  248・  248  25：0   24る  245’  24．5   2d．く   

上  21▲3  24．弓  25．0  25．d   24．5  25．1  25二1   2ま8・  248  24iO   24．2  

S  

中  22．7   
25夕  25．9  25．9  25J  2＆0  2d．b   24．7  24・弓‡  24．8   2Jl．9  

下■  22．1   24．7  24夕  2d，ケ   24月  I25．0  25．0   25．9  24．1  24」】   24．1   

9   上   198  ．＿22．7  25＿0  25．b，，  ／2．わ  2子・1  2・5．1   21．9  22．0  22．1   21．占   

平  均   21．8   24．d  24．9  248  124．5  248  248   25，7  25＿9  l25・9   25．9   

－2（）2－   



表（24）最高気温時の浪漫鑑  

乾高気温日の温湿乾  

舎   外  1  区  2  区  5  区  

塩 旺  濾 産  温 度  湿 度  温 度  湿 度  偶 度  湿 度   

1り  5 5．0  5 2．5  51．5  5J‡．0  51。8  5 d．5  51．5  ろ0．5   

12  55．5  55．0  5 5．0  5 5．5  55．2  55．0  52．0  5鼠0   

14  55．0  5（〕．D  54、8  5 2．D  545  5 4．0  54．0  5ムロ   

1d  55，0  52＿5  52．5  51．5  54．5  5 占．5  54．5  58．0   

18  51．0  58．5  51．D  ≡d．0・U  52．8  d 5．0  雪2・0  595   

2 0  一 ●l  占 チD  2 チ2  ld5．5  き51・5  7q▲0  51，8  ・d8・0   

51．D．  d 4．ロ  2？5i65．D   29D  Td4・5  28．8  77D・   2 2  2d．5  75．5  2 3．0  墓75．5  2 管5  7 0．5  2 8，5  790    2る．D  7 ≡；．0  2え〇  7d．0  2曳8  7 4．0  28＿5  80．d  2  25．5  7 2．d  2 占．8  7 d．0  2 3．5  7ま0  2え鱒  8 2．2  4  2 5．0  7 2、0  2 d．0  77．5  28．2  7孔5  2え5  8 2．0  占  25．0  71．0  ：25．5  72．口  2え8  71．0  2え口  81．5  8                  平  均  臼 】295  】d5・占  ■    ●   5 D．8  d5．2  5〔】＿2  17D・2   
庵温虹5日悶】の平均温粗壁  

12  55．8  5 5．5  5 2．2  55．2  52，占  54・5 い1・8   占 5．5   

14  154．8  50．2  55・5  51・q・  ■541  5 4．d  5 5．4  5 5．7   

1ヰ  54．d  55．5  52・55・5   5月．2  58．5  55．8  5？2   

18  51．5  d 2，0  51・2t  dl．7  52＿7  占 5．2  52．4  占4．0   

2 0  28．8  71．1  294  6已5  51，5  d 8．5  5〔】．8  7 2．5   

2 2  27．4  75．0  28、4  72．5  2鼠B  占 98  295  7 く5．‘1   

D ■  2占．8  72．d  2 え5  7 5．7  294  7 2．7  28．9  7 R口   

2  25．8  75，2  2 d．d  75，う  28・白  7 5．0  2白．2  81，1   

4  25．5  72．5  25．9  77．1  28．0  7 5．8  12ス4  8 2．5   

d  25．ロ  71．5  2（i．9  、75＿2  279  71．7  2 え2  51．ヒ   

B  2貸5  d5．9  298  ‘え2  2R2  占d＿5  28．‘  7 7．5   

平  均  2 97  d4．5  295  d5＿5  50・8ld5・6   5 口．2  71．5   

－2〔〕5－   



4．む す び   

産卵鵡（ロードホーン断噴せず）を5．5㌦当り10羽、15羽、2D羽の基準で1羞12．1汀～  

Jて57羽、55朋を収容して昭利41年10月より昭和42年9月せで産卵、生活反応、壌墳、  

融痘痕菅調査した結果は概ね次のようである0  

（1）産卵成績  

達郎敷の月別の成績は夏季のふ月‥から8月の5ケ月は有意差が認められこれは1区の鰻卵が   

怒カゝつた結果であったが牢固平均産卵数でほ’引友11夏2区の僧であったが有悪差で法なかった。  

平均郎速竜は1区が1ダ′卜引へ癌発となったが鰭生麦忙依るものとは恩たれない01！］1羽   

当り産卵過は2区5区は同じで1区がやゃ悪かった。  

r2l飼料1薫敬意と飼料登求率   

1日1胡当り僻庚申量姓51夏2区1区のJ痕で頃来車も又同じ偵次となったがこれは賃蕎蓋   

が大きく影倒したっ   

㍗麻縄紗扶感  

甥度差と疾病の関係はこの橿鑑の密度差と1童の大いさでは特別の「娼遭性技みられなぃっ拝見   

始羽故に対する死亡峯杜5懐1区2区の順で率？た0  

単位面積当りの年間平均飼塵羽数は開始時の10％滅の9羽であり、2i嵐虻1く．7％滅¢  

12．8羽、引要は8％滅の18，4羽であった。  

射 密使の状態  

糞便の軟化の傾向娃密度の高い万がその傾向把あったっ  

（51硝の行動  

頗合の状態は各区忙つつき鵜、つつかれ鵜が存在していたが、クループの発生や、密度増に  

伴う特殊な行動等忙ついては観察が困難であったがこの踪鑑の規模攫おいては特別の傾向壮語  

められなカ▲つた。  

rd）器具類の設蔵と利用の状態  

トラブネストは1段横より2段積の方が利用度が高く、好む場所に集中する繕果2段秋に設   

激した区政踏や午後の達郎が多く禿る傾向忙あった。  

治水器は出人口佐近い器掩ど、どの区も利用櫨が高かった。  

止木吐冬季は省から遠い＝姐明㌍庚申されていたが夏季はその傾向が滞らぎ分散するエうにな   

ったが完全に分散して均一忙止るよう灯・まならをかった。  

増兵頒の設僚は単なるスペースの間組r〕みで揉をく好む状態七っゝかれ庖を保護するエラに  

－2l‘！∠l・一   



分散することが必螢である。  

（71環境温湿度  

冬季、夏季共に天井部が床上よりも温度は高かった。冬季で比各室の同じ刺点で胱何度の   

高い方がやゎ高い傾向で娃あったが大差で一tなく、兇軒′こおける最高偲敵互ほとんどl句じで   

最低温乾性密度の商ぃ万がカゝ高い箱庭の差であった0  

ト日の温度変化含みても各測点杖同じ状餞であった。   

温度は密度の増加に－し車がって高く怒った○  

・密魔のま軌l】による環境偲湿度忙及ほす影弓削詫温度よりも湿櫨の方が重要であると思われる。  

以上の続発から・単位面積当り20羽収容することは一重の大いさ型薫にも依ることではあ   

ると思うが自然脚下陀も直そ収容吐可能と思われる。  

－205－   


